
l l - I-

JtZ

岩 石 発 破 の 研 究 (第3報)

燥 発 に よ る国 体 内 歪 波 の 伝 確 並 に 衝 撃 破 壊 に関 す る研 究 ● (続 )

(昭 和 31年 lコ 71 6 E' 女可)

大 川 財1=.･小 川 jE央･I.!iFIl壁 書

(Lpa化まエeq(粍)蓮司工場) (代車7:学=学帝)

6 蘭書破也触群の考察

こC)甲旅Lこねいては首次7L'の供群仔▲こをt･こ,発Itt駄

畑をhJLわない′J濁 ■1:盃群の伝Bl.E･安さJ辞を和

し,次に輝点を大きく_て拠茨を行い.その際の表C)

大 きさを市推 し,それらの伊上I)衝撃政fAの横桝を考

畷した｡

頼ffの酷地類皮は比7h 放課,国gr串ないし鄭姓･8

時の紙也と遜って.挫市乳坊蛙であり,苅丑過BE.=よ

っても7;化し,鼓頒現敏Li牡計的なもので,稚ヰZl的

石筍を無比してJij.ること.ま出講ねなど桓めて和経た

ものてあるIl)｡

しかしここでは横鍬 こ上り胡料のある佃frrでのF)l那

応力がその瑞軒ED引m 度より大きいか,蚊いIig,l野f

応力がその抑 婆度より大であれ:三,そこで由glす,vJ

やのとして考軒する｡

なお又 ,51 1こお目て.碓 した上うに脚 のR7JQ

では蛭淵のBZく近扮Llt迫では並匹は弾性軸 と,･1.irLL

て上いから.毎性詮的ゼ乃h-L可能である｡

〇･)一次元締 終

b･)･L 粗点角拓の故.拙州

甑R的鰍 --.田腎のみの壌含:エ取壊しtJ:いカ.その兵

さに上つ <^ytワソ113-5gでは故雅が起る,拡

･tn._せib'肘iE.ミ当然であるが,願 から錬れたヌ漣 の

等分寸:珊 する｡短点P.'捗 】(LOxIOx<5ccm)及び

何様 ](町)ED末尾の虫蛾状況を夫々琴井2),二2▲こ荒

した｡叩 中の例,･iJ三Jl,I:とあるは 2担1日のは鮭

で打噺した故片JL/示す.なJ｡よた.この他の長さの兄

.七つた内払 二欺ての発起とそのときの依環片の大ささ

とセEZ]32iこ戻した,棚 の鼓嚇 記は写X3=1こ蒲
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図32 首BLrtさの帯皮Pl締切斬状氏

ぷJCの写爪は87兆の茄合上前溝の東尾に-hi枯屯したの'CこLl.A_･*Fiaせられたい.
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也 石 等 故 の 帯 究 (叩3■) 113

Lた.

(･1･2 Ja長PJHEの故所用tIの考病

年取 び周FC沃した上)に.b長巾排で.エ払架近傍

LL勿Ziであ乙が.遍 く■れ'i31万よ'J棚 方･六十に在

(I) この道 くの4苛上りの輔 のkl.こBtて考貰
する.

短点角NEの一昭 実相 莞すらと,そtt.こ伴うL=
七三が右万に或ふ93面の自由面で拓33に示すよう[=讃

7TJ_,銃て引当鼓としてtLd1してよ こ2L持し.あ,-,射

て;3引tt応力が村中の引棚 より大.='Lh.ど,そED

llで故嶺が丘'),鉄片はL-/)-.こ牧丘lされる.

一一一-- - -

i
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田33圧14鼓の出由可にLIけちZ=々1

いt.J*長P)松 Iの相 で^ソI一′TlSgのとき

の宗iEが 11:Ek:m の沌苛での匠卯の状況な考えてみち

に,このときの三iiの大き剖 ミⅠ豆Zlより)たまる.

-次光供試体に放てL上帝捷力孝よりRiEと仏力Qの

rllT･;二

6-I;･E

であり,供試体の土さ的十yy串 A もEW であろから,

内控の与J■JてのJSJ]113F捌出来ろ.また.盃匠の荘真

も耽知であ,乙から,1 cm の箱面 (自由面)に買粛し

たときの頚Z;Il大1m 317)JIEO で表わされる.但
しここで.まi枝のIf平Jzq姫 .=する1=カLこ仏力だ王手を

iiql三角彩で代用した

35だF･2I封に野話して上り■y!にある時把銃還した

｣LLl上土｣1三上1._

亡 ` r･ lJ†L'～'~'

屈34 将兵fqfy牡JthtNtの才甘IJ

ときを考えろと lJLOLt l′I'′0'となるh ･t'Ll'

こ自由面で引鎖nとして放射していろ｡

いさ.自由面上JJtCく'71事前の FI.瓜T'-の応カセ巧

えてみろ とこのfHtでは臼由面で貢btLl=引5&軒の引規

応力 ･1'lJ'Iと並行Zfの庄払 力 JllF'1上の合力とし

て葦引き =TkFtCETL亡の引当拡カが･作用していろ.この

期帝の引棚 .上aSk8cmt前技 (掛 引軸 .ここ

rLより大でおろ日 であるdLち,ここで.ミ放牧.王起ち

fLtL.同tEに計耳すると自由面 より Lrcm (F!)つ 上

引頚応力.ii三kLtCmt.2ccTTl(FJJで エ53kEtCTTltと

たる｡托ってこれらの附近 TC.エT'Jl簸護良.iI)大きく1=

ウ,払Qする可催tb .おろ.なお.この搾J)先輪では

15cm のところで抑 した.

札上は応力古形その他を懸れ こして行った大略の計

算であもTy'.この上)にB具角拝の 朱鳥でのgX研.エb:

射引当缶に上るものとNLしてヱい{･あ,-}JL

この度書はl盟口一こ上る牡域軌Prの巧えLi古くは B

Hopklrl⊂Onl●lh'･JN拝に放て行い.そL'?扶 J ll'

LdLldorI& lr QIJILlnE･y事 は7ソ71)- I抜,) S

RlrtehaTtは細 柑 ITル 王合金等の延性金丸.fL

KolSky良 A C Shcarman11㌧G ChrlStle也 II

XoEskylJ).J)G Chr15tle9JJ-_合成田脂.ZISchar･

dlnコ) :三gクス,日炉 ).エ大兄石,花良石,砂tl,こ

12て,そfLぞLtD小河fHL用いて任鼓和 を軌 ･反bf

引望己に1ると増えられる蜘 7-Zか ていこ

(2) 漁具Pl経でfDられ[=韮E:g!えは写井 8に示し

たE27-Lみると圧搾正に91托いてホ甥ei許分があろが.

こil.三断 面 1'Ccmの問の仲托.=上るもDと思われ る

SJl.古影として.エtEJ⊃控35の l)に示しJ=15に考

えると,l切 だ.こttいて引iiI方がRiiされてい る. こ

れ ま前出の二次JIL.三次Jt:tの題だICも向洋である.こ

の上)+=庄喝.こtZくすr望eEの存在.三Hopkhsonbユr



ではJfS:されないものでおろ.この引当鼓の存在は向

】よっ ShDTPelll.PL一raIllミ),01jP■)(図30,31),̂ ‖er)

丘 Gold8rnl!h三･)称の古仰 こも見られる｡

この別封ZE■三当然,朗 にも寄与するであろ対 ､

ら.これセ考5(こ入れると庄推古のみを考えたスタブ

生成のJ!え75.ニー芳書正されねばならない.J7)ち屈指

諌ofl由両でED丘射した引実技と圧転tiに巳く引照

とOJilLウカ'･あり,耕 こ嫌 琵のみで考えられた時よ

りL･_小さい苛JLでも引当細 分'Lたる可正睦があり.Ee
l三文,紘_.妨 3E)3Lラブの生決にこの事盟 Zfか寄与

す 乙ことがJfえられ7L).

こLDlちIL戊 練は辞林な古五三七浬浸してEg35の

(=).(3).(A),(5).=流した｡若榊 の故地粗 くコ) ･Y

【山kl･'T)

+tPrlI′-i-rt吐JLイ三IEZ1 36の中.こ.ここのエ)な鼓L*横紙を甘定言すような典例も -ントy トSOtLを砂でgtgEしては鼓せしめたと

Ea 35

･= 二次Jt

.僻 件4㌧11 =火元節 )&C鼓淑 況lヽ

) 平 内 転^ソトフ ト30g 'Z歩胡 しては鼓したとき

供謀拝li写井21のh]く鼓攻した｡牢井



岩 石 モ 牡 の 2 託 (叫311) l】5

席して市>与自由面で圧射して引盟古として★ってく 上り

:.ii:_;::-;∴ 予 1･手

の揺▲こ泊 'J.<引史応力が･大きくなる.又.10,JII)の

梓でも和事も自由面より｡刷 版 こ1も･7児応力の身 上式日
力の合力7TJ'作用する. /

この上')にして rX.n'..10.JIDの按▲こ泊って

帽 の可侵蝕が他の静分上り大きい

もっとも,縦転が白内面でh-書け るとき1工.その入

射plによって,反射eZtの石巾はAz化すろL,その1,

定朝引yI汝のほか.i,肺 も生1るから=一),懲広汎 こ

Iまそれらの爪*L卑見-こ入れ'Lけ九はならねが.ここで

は肝叫に考t!すらこととす,ら

この.HJrX庄u引弧Sの干iii.こ上る畝妨 L̂増えると

ZE36に示した平Pl転の蛸 の生成llか つ世明されるよ

りであるが.町角乱 との螺 .王統符がゆか.}い 即 ち

圧JL軒に上る引急ぎの31さ▲三日Eb面こ近い.王と恥 ･か

ら,Jl.II.0,JJに近い耕 ,こ■賓が4 ぜねはならぬ

那,失投輪茄はそうで七･･ Fち庄指ti.こti内の '●

く引当)LL考えlJ:いこ朝 出=U..1い.

(2) 中 丸 蟹

E

g 39叫.JLLriでは横瀬･こ上る広也汐は周39の如くr帆

円状に並行し,自由面IC引空位 としてlZITg射してくる そ

して一次jt柵 拝のとき▲こ棚 した上～.こ,あるカでの別

封仏力か tr-3ルの引軸 足より大きくJ=るとその点で鼓hHL生1二,切れた古分は州Bこな.7比は Jt,-J.

このJ:!'こ頚L!すれば,平九転の抵LA轍 で生じた事ソγ状∩

蛸 ,ま琵明がlつ : しかし,それよりも肌tllr朗

t状の蛸 C)生史L-_也巧+=る横q-こ上るt.のであろうか

この放射状EDtRの豊丘tこ恥 ･て.上林 こiJ射引払 こ上ろ肘 段Iの･-I:I.まだ明か

つかない.I 二次元相 棒蜘 抜f*の忘中的考摂=次元tW 件に

鉦てii語とra力との頭取 ま対比力字l _ 去 (d･-q'

);.･(q･一… .)PoissonratiogI-lJ

I:ll.:(E,+Y･E*)(e●+PIE,)普

珊 n棚 では各氏の E,,E■カー萩托 され J･T.'も既知であらから,この式に上り督FZでの

応力が耶 八で>る｡乎九転 ･半的軽の改心棚 の25.=T

lられ!=詩の大きさ (図二3.21)上l)応力甘7E山すると同J

にの如くJLち. 剛 O やA也 ･苧Pl坂にhける垂

■土石JJくり -F'fq蝦ではu山純I(1∝c



JlG ェ 男 火 2E=院 会 tE 荊 18 尊 前 2 円

Jl如 精製:上L{3Tr=云す上うに 柑-3LCm のタンY Jtに見るよ?.こ, この部分.二円韓でたく.tm hl.あ

状均 '見られる. ･).各乱畑 tユ平也である.

= 二三 Ll .iAJL J J･t

司41 等丸ま政談&hのieF包(J､ 並Al棚平九tfiED糊 こ見られたタング吠■崇.i芝

OT引fE占･ここら扶qrで旋取ら:っくb'･,それよりも

馳 た放射状租実の生Et包tz･まとうbL,琴井25の地 状況

をみても放射状九只は,円.TB方向の引当の力T.跡 こ引さStかLL

たと三つ1=岳じfJす る｡鮎 上り

各点にお.+る淀持古に作う円喝方向の引望応力 (･J)lJ_

EE40.こ示し11 この q*''LtJLJクr-の引禁逢まより大ICあ21.I,そDと

L=ろで細 が足ると考えろEEHl〇から.三.平九転で.こ

eGerrl村道,平角蟹で.三4cczTI附近王で.エ鼓Lu,'さ.･こり!るこくに

たる.また.平角伝の環ヨr=1.-_景′】働 く.lJr.rlつまrJがJt大である｡故紙は也拡敦盛性であ

るから,応力雑中盲払こなる=うなところ例えl‡y-ジ



Lt 石 見 辰 の 窮 死 (市38) H7

記【分がそれである.円切でも殆んと同価である. る払純な巧BJせねばならない｡
提源でED足指に上る戟砕匹はqrArLみるように蛾か

であ り,lSmm ll産の深さである.

6･3･2 三次JIl.供試体の抵伐持桝

(I) 角 g (その l)

固45A 図45lI

Pl等の中心で漣 伽 .･gE発し.そTL.に伴うLE相沢の白fb面での反射止 .iこの反射引班汝の干渉を,平P廠

(囲38)の時と同姓.こ考え,

史に OI'-e-77-(し1こ出 打Lの存在を考皮に入れると鼓株で元した上

うなA窮の可fE性が考えられる.策戦で.三軍井26及び国i23に示したように鼓t

kしており,凍lユ即 5.1の故良の齢 が払

拭している,自由Iblでの反射引幻政

に上る scabb111gが見られ ないのは,ここでの賂-JJが充分大

きくないからであ1>k),しかし.写芥26及び周42a,12bに戻した

ような反射引当匹'こよると考えられる誕斗礼む生じでい る｡これは (り 三次ノL;供拭

作鼓J乃損桝の定見的努K,(1).(2).(a)においてZエS;性的に反射引盟汚
.こ上る取端々考えた

が,ここでは東方の僻 から搾られた位を州いて定見的iこ

塀 ナろ｡三次7L飲茶捧▲こ庇ては,i!iとJ6力と

の関取 三井箆力苧上d),e,=fTIE6,-

'･(6･+q9)〕e･-i [q･-,∫(69+

q･)〕E,- i [q9

-･,(q･･q･)コ1' Po】SSOZIIミat10

[(1-I′)E,+2I′･elコ[EJ+

J′.E,]各点におけるEJ･.eJ.及び

I'',J･l三野知であるからd,.qoは計升で求まる｡f

q堵 円敬二就て蒲上J)(国18.19)上式に上J)応力をW すると図16の如くなろ｡

振乱の存電茨ひ埋込んJエ 金G物上掛金の群を.こ上)～ろ影芦こ考えられる.
なお,
以上のようTL:反射引田転の干渉に上る酸根扱

榊の外こ二次7t.
仇抗体の腔に考崩したような過rT於に

伴う円糊方向の引弧力(qp)に上る敵城をも考tBせ

ねばならない｡
それにEeては(i)において法へる｡

(2)角ql(その2)

-i,陣先晩でのこのものの缶状状況ミミ瑚28,29及び

回<3の上5.
である
.こ
のとき1主文射引EJ 汝に上ろ 喫り付け;〃〟〃

PEtyry)9ScabbLng (国BE)の斜線部分が見られる.

また,酸 く蛾もtZ345ad)故絹の一瓢のものによって

いる｡勿冶こ tlの機合も L'Qに上る酸横も考

えねばならない｡(3) 門

切円等の格合に放て.反射引

較防.こ上る良増を考えると.持iSbの紬 で示したようなも郡が考

えられる.発散の結果1三軍井30.31及びtかja

l'bのようであI),串九転のときと同様,放

射状の瓜裂が大きく生じている.LIQl引凹班による払城の

みでは.,この上Br=放射状の憾 l上記明できない｡やは1).=次元鉄共



(ロ) 的苛 円gともに上面において,hlBl引前帯

に.tろと増えられる潤斗孔を生じているが,これは初

速の上)に脚 Lの仔在及び触込んで虫網o).i.軸の針

金の鳩 に上って.この部分が他上りも引幻茂澄か陣

くなっているためであら58

(.､) 叫 の抜上りするとHPL書 円JJともに概ね

脚 より 与れn 射速 までは,qt> 引班強度で.この

附迫まで.'_ qrによる円J局方rqの引･賢鼓蛾がまじ～る

であら'J.

絹 {.はそのJt小破銑投のIdi(lTz.XXZ,XlX=

X-)が qcが最大であl).円Ltはその忠,J棚 の

面がが七大である.

rqIの各会.丑小柳 の両に故L*が生じlr-いる

那.上面上りの反射引iX掛 ま漏斗孔の生成に土+̂ ･ギ

ーを狂じ.臆面よりの反射引当だ11珊面上J)の反射鞍

との協同作用で円錦 OILOセ生成したと考えると.上

下雨上りの反射gly舷 の協和作用がXXO 両の引SZ!
故地七生じたと考えろのは焦領であろう｡

この 面では qfは他の希分よりも大であるから.

qI> 引坦強圧の布分では dtに上る亀城と考えるの

か至当であろう｡

pJ恥 こおける最小抵抗税の両における敵城もある粒

度,何恥 こ考えてよか7)kj｡

(-) 円Jtにおける放bl状蛸 も qeに上るものと

考えればよいであろ)｡tた.触爽便所は糊 やEZlに

見る上)に〆-I)の租込蛾所.y-r奴の存在諒に多

い｡これはこの孤分がこれらの存在のために他の部分

より鎖肝が低下しているためであろう｡

(dt) 指ruS.三次凡t堺 体の故蛾は_主として次の応

力に上るものと考えられる.

(a) 通行百に伴う円Aq方向の引鎧応力 (qf)に上

るもの.

(b) 白由面よりの反射引親 軌 こ上る引弧 力

なk-,この他に舶 Nスの好き抑こ上る上妃 (a)の

良.1の助F{もある鞘ZE期待される｡

7 岩石土暮枝の計文例

は光を用いて竹石等な鎖鎌する榛合,恐掛 声の搭

立が必兼であらが,これにJfTいられるは故国為として

Ii肯く ^ lV 】)zN & 7.1V Daw により述べられ

た靭帯故域屈曲 (1909)78)を鵬 的に出るものはなく,

従来1娘 的に J･-0日()の式 (I一括糊 乱 IIr

兼′】棚 ,0 出石脚 により決まる棚 )が古

くからmいられているに過ぎない.

その稚,横畝矧論として西村 太肝 )は肋力学占姻

益を発果したが脆局において聯 哨読むとJ).冗

HlzlO也C.W LIVlgStOrL叫･叫 はシ'ツタだのBtl射

引鎖 軌 こよる鼓城端を挺出しているが. 院に述べたよ

うに,これのみでは充分でtJ:い｡

著者執 L王政込の突放耗炎上1).i'1石のような脆性物

件の畑奴では.その鼓蛾横付L上玉として汐このような応

力に上ると考えた｡

(1) は■に伴う圧力鼓の自EbW上r)の反射引望扱

Lこ上も引親政払

(2) 巡行圧力掛 こけ1円JW)'向の引甥応力 (dr)

による引甥鎖軌
なお,このときは,庄力渡の引級応力が夫々84科の

引袋茸丘より大なれば鼓LJが生すると考えてあるE.

このような印 紙 益に上ろ故L*の胴 をE2357に

戻した｡

庄軒鼓幹の部分もあ7L)那,これが生ずる転EnJ_棲め

て控心に近い弥分に限られているので.煙掛 blセ折

てる好に特別の喝ERを払 う必廿はILい. (Eg17ではこ

の野分が稚大きく宮いてあるが)
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冬瓜での応力は Sharl)Cの式に上るとしても不Fil ' 次に講孤の巡妊 ･J凋軒数 .班長11,文献噂より併せ考え

定な欄 があり,A,斬罪も背鼻でない｡ ここでほ て,表3の-f7J欄のようにおいて.自由面にfb･ろ反射

pr-J･･(い nとして 1- q,とし計乱 た｡-り工 芸警 崇 誓 言.Jz図46のい な訓 で究めてみると

DuvalHま先輪位として L9-25を得ていろので,こ 勿盈これは爆心の旺上方l")のみの計芥で,それより

こては ■l-2とした｡ 以外のJJrnllこ対してに方向余韻を考l郎こ入れねはなら

各距脚での U,Iqoは波2の沌 りである. これは対 す 6･21211(1)で述-たエうに日出Tmぇの人身的

数万臥恥 こ上')洩め欠, に上も反身楢 の田巾,肺 の兄集等を耕 Eの繋があも

爽 2 が,ここでは悦郎に考えることとする.

ーニュー一重 兼併散 れ_2
r/u卜 (cm ) ～ (kg/C.n') 巨 o(kg/cme)

(暮ら) 】) q 虎杖饗箕の半径 54cm2) ql/qr-O5

とした.(3) 故地の肝算(イ) 叔小坂抗楳 lOC℃m 及び 150cm の敏合爆心より良材 l〔瓜:m

での q,,dpを讃 21り淡め,(廷) ●婚武内はその点での甘め引褒応力をボナ qplqr-05とした.円周力r

Fi)の引yl肱カに1ろ蔽瑞があると考える｡(ノ､
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図 49

た｡ 8 把 持8･)以上の契教

においてiTl軒の討握 法に託ては次の本が℡える｡()) 七

メyト モルタルQ)内部に冠気薮抗税LZ計を埋込んで

汝申董生を長州印行っても適当な万Zlf三でrTえーさ.物体内

部のiiの軸軍も可把である｡この究除のようなFJlが激の大きい

蛮苦ではゲーJの絶樹 珪抗は 50hl〇 梓度のものでも油

定日果 た｡(2) 進行形 こ対して1)-｢段が挑発休の糊料(

岳として作用せね上う配荘したが.結果上りみればLF射

軒にも形宵Lま溜められな い｡但し静狩Eht-故地私産.=に

当然影串を

与えるであろ')｡(3) 願 の爆発に1ろ折紙Jz花気的に

湖Sti-ろ切合にはは発PSに生ずる花砲軒的/イズの分村圭.こ放

念せねばならない｡本突放ではは況近くの〆-)は

金網で-/-ルI'する硬があった｡(Al) 抵抗

扱盃計を諾当.二川いれは,1コKC軒正造の高槻 教の盃

iEは捕捉打瑚出来る｡(5) 木発散程定の牒繋 (3-1α】g)にてほ荘

拭放せ行 うには.渋茶孔壁上上)川し粥体の自由面迄の顔見は 1111号

生皮がL必苛であ7m82 罪跡 #:.こ放ては次

の都が首え,-Jくり 野性体内 こおいて小薬骨を媒発せしめた

時の進行湖姐 こ反射波の形,伝桔状況及びそれらの撫 状

況を刑曜 日i来たE, 図 5

0(2) 水難散の屯田 (盗鮮 Lj:I)act:m

以上)においては,Lnちかに召

還を超えろと苛めら71.る盃正は鼓I琵されなかった.ま1=,畝横臥



(b) 拙行nt/I班E=††うltlI伺力rqの引g!応力にJ:ら

故地

(6) 渦僅せられた並改形上')小繋良の増光.こ.tも

甘血圧は ]'I-IもE~■!又.まJ'. I'o･Y(ltt一亡~lt)の

影をとろを者当とし,J'EIJ'.(1-L-■I)の畝 三不話当

と.y/I.即ち煉拙 〝スのEyHtEE(所謂妓 ガス)が

鮫漸こiLj:蛭の糾 ななすとは考えr)れIrい｡

(7) 各7t,末/rペソI1)JトeDFE,摂rill別 15n19の

2段 MSは畝を行ってはl村付近での盃髭の干渉を測

定したが.この1甘皮の短間隔でも盃鼓の大きlETr(J上ヮ

は懲められ/Lかった｡
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Studyofl引astLng (ill)

SlrL･与5 W aヽ,eSProducedlJlthelntcrLOrOfaConcrct(IJlhCk

byinlExpll〉SJnllandtheRc8111tcdJl'racture斗

byTelzj30ka､､･a.'MasaoHlrayama'andKcnkLChIKLyOta''

Testblocksmadeofcementmortarare.

(1) rectangular bar of lOxlOx

L100cm

(2) clrcularplateof10)く20Ocnl

(3) rectartgularplateof10x200)く
200cm

(Ll) Cubeof200×200x200cm

(5)Cyl川derof200やx200cm

(6) lミcctangularquadJ'angZeI)rlSln

of200〉く200×340cl11

ThcgaugecanlnCaSLZretheshape,the

yeloclty,andthefrcquerlCy(uptoIOKc)

otthecomprcssICrnaSll,eHastensIOn
tvaYes

Throughoutthec.叩erLmCllt.thel′clocl･

tiesofstressWal,CSarcnearYequalLo

thesorHいValel･eOIcltyandnosupersonlC

andplastlCIVaVCSarerecorded

FracturesofbrLtt)emaLcrlEllsllkecc-

nler)tmortarlVllLbccxpla川cdbythe

Incasebf(1).5-ヨogofPETNLSeX- dy】1amLCtheoryofeEastLClty,thefracture

plodedozlarlendsurfaceandlZICases【)f lSCausedmalnlybythetenslOnStressOf

otherblocks.3-loo雷【)iPJrrNlsexploded thedl】atera11VaVerCflcctedbackatthe

tnaboreho一edrLlledm thecenterofthe freelaccandalsobythetaz一gCZlt)altcns-

testblock 10JISLrcSSOfthecmLtted compresslon

ThestresslVal･eSproducedLnthetest lVa､re StatlcpressureofthecxploslOn

b一ocksare7)tCked up by eightstraLn lVlllpromotethe fracLur(･due to the

gauges vヽhlChare LZ-Sulated andsand- tangcntlalLet-sIOl-StreSS′tOSOmeeXtenL

wIChedbchl,BentwoSmallp】ccesofcement butItscontrlbutlontotheflaCturemay

mortarwltharaZdltCaZldburlCdlTlthe besmaHcompar川glVlthatx)vclllCnt10r)ed

block factors.

(.: ごaocbL:tkyao言aEC:OgrL:;a,Tg'.1luCnZll:::LItzidoT .{uL.::a-霊 oa,n,a,an)
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